
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００３ 項　　目　　名 議会中継・放映費

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１ （各種００３）
 
【事業の概要】 
　本会議（定例会、臨時会）の全日程のＣＡＴＶ放送及びインターネット放送 
　　　定例会：生中継（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　　　　　録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　臨時会；録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　 
【事業の成果】 
１　本事業により議場へ傍聴に来れない方も審議の様子が見ることができ、情報提供の充 
　実を図ることができた。 
２　放送回数（本会議を生中継した回数）及び市議会インターネット放送局アクセス数 
　　　平成26年度　放送回数33回、アクセス数3,539回 
　　　平成27年度　　 〃　 32回、　　〃　　2,236回 
 
【今後の課題・方向性】 
　本事業をはじめとして、開かれた議会の実現に向け積極的に取り組む。議会中継につい 
ては、視聴者に審議の内容が伝わりやすいよう、工夫を行う。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,500 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,500 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,500 諸収入 0 

計 5,500 その他 0 

（参考） 評価
結果

ＣＡＴＶ、インターネット、市議会だより、議会報告会等、情報発信をする手段は整ってきたため、今後は内容の充実と議会改革に
より、市民が議会に関心を持っていただき、より多くの方にＣＡＴＶなどを見ていただけるサイクルを作っていくことが必要。前年度決算額 7,452 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００４ 項　　目　　名 政務活動費交付金

主要な施策 政務活動費交付金 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201　 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００４） 
 
【事業の概要】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、会派又は会派に属さない議員に対し 
て所属議員に月額30,000円を乗じた額を交付する。 
 
【事業の成果】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として活用された。 
　政務活動交付金の実績 
　　平成25年度　11,918,800円　 
　　平成26年度　 6,467,467円 
　　平成27年度　 9,496,421円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホーム 
ページでの公開などを行っている。引き続き、制度の適正な運用に努める。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 11,520 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,520 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 9,497 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,497 諸収入 0 

計 9,497 その他 0 

（参考） 評価
結果

政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホームページでの公開などを行っている。引き続
き、制度の適正な運用に努めたい。前年度決算額 6,468 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００３ 項　　目　　名 議会中継・放映費

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１ （各種００３）
 
【事業の概要】 
　本会議（定例会、臨時会）の全日程のＣＡＴＶ放送及びインターネット放送 
　　　定例会：生中継（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　　　　　録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　臨時会；録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　 
【事業の成果】 
１　本事業により議場へ傍聴に来れない方も審議の様子が見ることができ、情報提供の充 
　実を図ることができた。 
２　放送回数（本会議を生中継した回数）及び市議会インターネット放送局アクセス数 
　　　平成26年度　放送回数33回、アクセス数3,539回 
　　　平成27年度　　 〃　 32回、　　〃　　2,236回 
 
【今後の課題・方向性】 
　本事業をはじめとして、開かれた議会の実現に向け積極的に取り組む。議会中継につい 
ては、視聴者に審議の内容が伝わりやすいよう、工夫を行う。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,500 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,500 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,500 諸収入 0 

計 5,500 その他 0 

（参考） 評価
結果

ＣＡＴＶ、インターネット、市議会だより、議会報告会等、情報発信をする手段は整ってきたため、今後は内容の充実と議会改革に
より、市民が議会に関心を持っていただき、より多くの方にＣＡＴＶなどを見ていただけるサイクルを作っていくことが必要。前年度決算額 7,452 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００４ 項　　目　　名 政務活動費交付金

主要な施策 政務活動費交付金 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201　 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００４） 
 
【事業の概要】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、会派又は会派に属さない議員に対し 
て所属議員に月額30,000円を乗じた額を交付する。 
 
【事業の成果】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として活用された。 
　政務活動交付金の実績 
　　平成25年度　11,918,800円　 
　　平成26年度　 6,467,467円 
　　平成27年度　 9,496,421円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホーム 
ページでの公開などを行っている。引き続き、制度の適正な運用に努める。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 11,520 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,520 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 9,497 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,497 諸収入 0 

計 9,497 その他 0 

（参考） 評価
結果

政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホームページでの公開などを行っている。引き続
き、制度の適正な運用に努めたい。前年度決算額 6,468 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００１ 項　　目　　名 議会報発刊費

主要な施策 議会報発刊費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343　 
　 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００１） 
 
【事業の概要】 
　定例会ごとに年4回、67,200部発行。（12ページ。2月定例会号のみ16ページ。）表紙及 
び裏表紙はカラー印刷、他のページは2色印刷。市報に折り込み、全戸配布。 
 
【事業の成果】 
　議会報発刊費の実績 
　　平成25年度　 3,901,058円（年4回、68,700部発行） 
　　平成26年度　 3,950,068円（年4回、67,200部発行） 
　　平成27年度　 3,887,169円（年4回、67,200部発行） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　開かれた議会を実現するための最も重要な情報公開手段であり、今後も同規模程度を 
　維持していきたい。表紙作品の公募を行うなどしているが、より多くの市民に読んでい 
　ただける仕掛けや充実した誌面づくりに努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,284 

補正予算額 △ 1,396 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,888 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,887 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,887 諸収入 0 

計 3,887 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も同規模の発行を維持したい。
前年度決算額 3,950 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００２ 項　　目　　名 運営経費（市議会運営）

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3342 
 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７０（各種００２） 
 
【事業の概要】 
　議会運営を円滑に行うための各種事業や物品購入等を行うもの。主な内容は、次のとお 
り。 
　議会図書購入及び例規集整備、各種資料購入 
　コピー代等事務用品 
　視察対応経費 
　姉妹都市交流事業 
　議場管理 
　議長車維持管理 
　　 
【事業の成果】 
１　姉妹都市交流事業として、25名の姫路市議会議員団を本市に迎え、両市の施策等につ 
　いて意見交換会を行った。 
２　他市の市議会視察を受け入れを推進し、40団体の視察を受け入れた。 
３　運営経費の実績 
　　　平成25年度　6,297,927円 
　　　平成26年度　4,743,975円　 
　　　平成27年度　4,975,136円 
 
【今後の課題・方向性】 
　　円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 6,205 

補正予算額 △ 400 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,805 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,975 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,975 諸収入 0 

計 4,975 その他 0 

（参考） 評価
結果

円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。
前年度決算額 4,744 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００１ 項　　目　　名 議会報発刊費

主要な施策 議会報発刊費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343　 
　 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００１） 
 
【事業の概要】 
　定例会ごとに年4回、67,200部発行。（12ページ。2月定例会号のみ16ページ。）表紙及 
び裏表紙はカラー印刷、他のページは2色印刷。市報に折り込み、全戸配布。 
 
【事業の成果】 
　議会報発刊費の実績 
　　平成25年度　 3,901,058円（年4回、68,700部発行） 
　　平成26年度　 3,950,068円（年4回、67,200部発行） 
　　平成27年度　 3,887,169円（年4回、67,200部発行） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　開かれた議会を実現するための最も重要な情報公開手段であり、今後も同規模程度を 
　維持していきたい。表紙作品の公募を行うなどしているが、より多くの市民に読んでい 
　ただける仕掛けや充実した誌面づくりに努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,284 

補正予算額 △ 1,396 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,888 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,887 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,887 諸収入 0 

計 3,887 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も同規模の発行を維持したい。
前年度決算額 3,950 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００２ 項　　目　　名 運営経費（市議会運営）

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3342 
 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７０（各種００２） 
 
【事業の概要】 
　議会運営を円滑に行うための各種事業や物品購入等を行うもの。主な内容は、次のとお 
り。 
　議会図書購入及び例規集整備、各種資料購入 
　コピー代等事務用品 
　視察対応経費 
　姉妹都市交流事業 
　議場管理 
　議長車維持管理 
　　 
【事業の成果】 
１　姉妹都市交流事業として、25名の姫路市議会議員団を本市に迎え、両市の施策等につ 
　いて意見交換会を行った。 
２　他市の市議会視察を受け入れを推進し、40団体の視察を受け入れた。 
３　運営経費の実績 
　　　平成25年度　6,297,927円 
　　　平成26年度　4,743,975円　 
　　　平成27年度　4,975,136円 
 
【今後の課題・方向性】 
　　円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 6,205 

補正予算額 △ 400 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,805 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,975 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,975 諸収入 0 

計 4,975 その他 0 

（参考） 評価
結果

円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。
前年度決算額 4,744 
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－ 288 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００３ 項　　目　　名 議会中継・放映費

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１ （各種００３）
 
【事業の概要】 
　本会議（定例会、臨時会）の全日程のＣＡＴＶ放送及びインターネット放送 
　　　定例会：生中継（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　　　　　録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　臨時会；録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　 
【事業の成果】 
１　本事業により議場へ傍聴に来れない方も審議の様子が見ることができ、情報提供の充 
　実を図ることができた。 
２　放送回数（本会議を生中継した回数）及び市議会インターネット放送局アクセス数 
　　　平成26年度　放送回数33回、アクセス数3,539回 
　　　平成27年度　　 〃　 32回、　　〃　　2,236回 
 
【今後の課題・方向性】 
　本事業をはじめとして、開かれた議会の実現に向け積極的に取り組む。議会中継につい 
ては、視聴者に審議の内容が伝わりやすいよう、工夫を行う。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,500 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,500 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,500 諸収入 0 

計 5,500 その他 0 

（参考） 評価
結果

ＣＡＴＶ、インターネット、市議会だより、議会報告会等、情報発信をする手段は整ってきたため、今後は内容の充実と議会改革に
より、市民が議会に関心を持っていただき、より多くの方にＣＡＴＶなどを見ていただけるサイクルを作っていくことが必要。前年度決算額 7,452 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００４ 項　　目　　名 政務活動費交付金

主要な施策 政務活動費交付金 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201　 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００４） 
 
【事業の概要】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、会派又は会派に属さない議員に対し 
て所属議員に月額30,000円を乗じた額を交付する。 
 
【事業の成果】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として活用された。 
　政務活動交付金の実績 
　　平成25年度　11,918,800円　 
　　平成26年度　 6,467,467円 
　　平成27年度　 9,496,421円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホーム 
ページでの公開などを行っている。引き続き、制度の適正な運用に努める。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 11,520 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,520 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 9,497 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,497 諸収入 0 

計 9,497 その他 0 

（参考） 評価
結果

政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホームページでの公開などを行っている。引き続
き、制度の適正な運用に努めたい。前年度決算額 6,468 

- 289 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００３ 項　　目　　名 議会中継・放映費

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１ （各種００３）
 
【事業の概要】 
　本会議（定例会、臨時会）の全日程のＣＡＴＶ放送及びインターネット放送 
　　　定例会：生中継（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　　　　　録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　臨時会；録画放送（ＣＡＴＶ、インターネット） 
　　　 
【事業の成果】 
１　本事業により議場へ傍聴に来れない方も審議の様子が見ることができ、情報提供の充 
　実を図ることができた。 
２　放送回数（本会議を生中継した回数）及び市議会インターネット放送局アクセス数 
　　　平成26年度　放送回数33回、アクセス数3,539回 
　　　平成27年度　　 〃　 32回、　　〃　　2,236回 
 
【今後の課題・方向性】 
　本事業をはじめとして、開かれた議会の実現に向け積極的に取り組む。議会中継につい 
ては、視聴者に審議の内容が伝わりやすいよう、工夫を行う。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,500 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,500 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,500 諸収入 0 

計 5,500 その他 0 

（参考） 評価
結果

ＣＡＴＶ、インターネット、市議会だより、議会報告会等、情報発信をする手段は整ってきたため、今後は内容の充実と議会改革に
より、市民が議会に関心を持っていただき、より多くの方にＣＡＴＶなどを見ていただけるサイクルを作っていくことが必要。前年度決算額 7,452 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００４ 項　　目　　名 政務活動費交付金

主要な施策 政務活動費交付金 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343 
 
【９次総の施策体系】0201　 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００４） 
 
【事業の概要】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、会派又は会派に属さない議員に対し 
て所属議員に月額30,000円を乗じた額を交付する。 
 
【事業の成果】 
　市議会議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として活用された。 
　政務活動交付金の実績 
　　平成25年度　11,918,800円　 
　　平成26年度　 6,467,467円 
　　平成27年度　 9,496,421円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホーム 
ページでの公開などを行っている。引き続き、制度の適正な運用に努める。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 11,520 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 11,520 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 9,497 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 9,497 諸収入 0 

計 9,497 その他 0 

（参考） 評価
結果

政務活動費の使用内容や使途の透明性の確保が求められている中、収支報告書のホームページでの公開などを行っている。引き続
き、制度の適正な運用に努めたい。前年度決算額 6,468 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００１ 項　　目　　名 議会報発刊費

主要な施策 議会報発刊費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343　 
　 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００１） 
 
【事業の概要】 
　定例会ごとに年4回、67,200部発行。（12ページ。2月定例会号のみ16ページ。）表紙及 
び裏表紙はカラー印刷、他のページは2色印刷。市報に折り込み、全戸配布。 
 
【事業の成果】 
　議会報発刊費の実績 
　　平成25年度　 3,901,058円（年4回、68,700部発行） 
　　平成26年度　 3,950,068円（年4回、67,200部発行） 
　　平成27年度　 3,887,169円（年4回、67,200部発行） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　開かれた議会を実現するための最も重要な情報公開手段であり、今後も同規模程度を 
　維持していきたい。表紙作品の公募を行うなどしているが、より多くの市民に読んでい 
　ただける仕掛けや充実した誌面づくりに努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,284 

補正予算額 △ 1,396 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,888 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,887 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,887 諸収入 0 

計 3,887 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も同規模の発行を維持したい。
前年度決算額 3,950 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００２ 項　　目　　名 運営経費（市議会運営）

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3342 
 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７０（各種００２） 
 
【事業の概要】 
　議会運営を円滑に行うための各種事業や物品購入等を行うもの。主な内容は、次のとお 
り。 
　議会図書購入及び例規集整備、各種資料購入 
　コピー代等事務用品 
　視察対応経費 
　姉妹都市交流事業 
　議場管理 
　議長車維持管理 
　　 
【事業の成果】 
１　姉妹都市交流事業として、25名の姫路市議会議員団を本市に迎え、両市の施策等につ 
　いて意見交換会を行った。 
２　他市の市議会視察を受け入れを推進し、40団体の視察を受け入れた。 
３　運営経費の実績 
　　　平成25年度　6,297,927円 
　　　平成26年度　4,743,975円　 
　　　平成27年度　4,975,136円 
 
【今後の課題・方向性】 
　　円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 6,205 

補正予算額 △ 400 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,805 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,975 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,975 諸収入 0 

計 4,975 その他 0 

（参考） 評価
結果

円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。
前年度決算額 4,744 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００１ 項　　目　　名 議会報発刊費

主要な施策 議会報発刊費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】調査係 0857-20-3343　 
　 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７１（各種００１） 
 
【事業の概要】 
　定例会ごとに年4回、67,200部発行。（12ページ。2月定例会号のみ16ページ。）表紙及 
び裏表紙はカラー印刷、他のページは2色印刷。市報に折り込み、全戸配布。 
 
【事業の成果】 
　議会報発刊費の実績 
　　平成25年度　 3,901,058円（年4回、68,700部発行） 
　　平成26年度　 3,950,068円（年4回、67,200部発行） 
　　平成27年度　 3,887,169円（年4回、67,200部発行） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　開かれた議会を実現するための最も重要な情報公開手段であり、今後も同規模程度を 
　維持していきたい。表紙作品の公募を行うなどしているが、より多くの市民に読んでい 
　ただける仕掛けや充実した誌面づくりに努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 5,284 

補正予算額 △ 1,396 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,888 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,887 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,887 諸収入 0 

計 3,887 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も同規模の発行を維持したい。
前年度決算額 3,950 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００２ 項　　目　　名 運営経費（市議会運営）

主要な施策 運営経費 ページ 24 所　　属　　名

市議会事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】庶務係 0857-20-3342 
 
【９次総の施策体系】0201 
　 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７０（各種００２） 
 
【事業の概要】 
　議会運営を円滑に行うための各種事業や物品購入等を行うもの。主な内容は、次のとお 
り。 
　議会図書購入及び例規集整備、各種資料購入 
　コピー代等事務用品 
　視察対応経費 
　姉妹都市交流事業 
　議場管理 
　議長車維持管理 
　　 
【事業の成果】 
１　姉妹都市交流事業として、25名の姫路市議会議員団を本市に迎え、両市の施策等につ 
　いて意見交換会を行った。 
２　他市の市議会視察を受け入れを推進し、40団体の視察を受け入れた。 
３　運営経費の実績 
　　　平成25年度　6,297,927円 
　　　平成26年度　4,743,975円　 
　　　平成27年度　4,975,136円 
 
【今後の課題・方向性】 
　　円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 議会費

項 議会費

目 議会費

当初予算額 6,205 

補正予算額 △ 400 

予算流・充用額 0 

最終予算額 5,805 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,975 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,975 諸収入 0 

計 4,975 その他 0 

（参考） 評価
結果

円滑な議会運営に支障が生じない範囲で、経費の節減に努める。
前年度決算額 4,744 

- 288 -
－ 289 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００７ 項　　目　　名 監査費

主要な施策 委員、事務局事務費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００７） 
 
【事業の概要】 
　　地方自治法第１９５条の規定に基づき、鳥取市の行財政の公正かつ効率的な運営を 
　確保するため、財務に関する事務の執行や経営に係る事業の管理、事務の執行等につ 
　いて、監査委員が監査業務を円滑に行うための経費。（法令等図書購入費、各種報告 
　書印刷等） 
 
【事業の成果】 
　定期監査、行政監査、財務援助団体監査、例月出納検査、決算審査、 
　健全化判断比率等審査、併任監査（東部広域行政管理組合） 
　・事業実績 
　　　２５年度　　　　２，１１９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２６年度　　　　２，２１３千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２７年度　　　　２，２６９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
 
【今後の課題・方向性】 
　  本市が中核市に移行すると地方自治法の規定により包括外部監査の実施が義務付け 
　られる。監査委員が行う監査と外部監査との棲み分けを明確にしておく必要がある。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 2,542 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,542 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 2,269 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,269 諸収入 0 

計 2,269 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員や職員が研修等により研鑽を積み、効率的かつ効果的な監査の実施に努めていく。
前年度決算額 2,213 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００８ 項　　目　　名 都市監査委員費

主要な施策 都市監査委員会経費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００８） 
 
【事業の概要】 
　地方自治法第１９５条の規定に基づく監査委員に係る経費 
　（全国都市監査委員会通常総会・研修会等への監査委員の参加旅費） 
　 
【事業の成果】 
　　２５年度　　　５３６千円（佐賀市等　延１９人参加） 
　　２６年度　　　５６１千円（熊本市等　延１６人参加） 
　　２７年度　　　４９４千円（沖縄市等　延１９人参加） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　委員及び職員が研修等に参加し研鑽を積み、もって効率的で効果的な監査の実施に 
　努めるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 911 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 911 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 494 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 494 諸収入 0 

計 494 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員・職員が研修等に参加し研鑽を積み、より効率的かつ効果的な監査の実施に努めるものとする。
前年度決算額 561 

- 291 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００７ 項　　目　　名 監査費

主要な施策 委員、事務局事務費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００７） 
 
【事業の概要】 
　　地方自治法第１９５条の規定に基づき、鳥取市の行財政の公正かつ効率的な運営を 
　確保するため、財務に関する事務の執行や経営に係る事業の管理、事務の執行等につ 
　いて、監査委員が監査業務を円滑に行うための経費。（法令等図書購入費、各種報告 
　書印刷等） 
 
【事業の成果】 
　定期監査、行政監査、財務援助団体監査、例月出納検査、決算審査、 
　健全化判断比率等審査、併任監査（東部広域行政管理組合） 
　・事業実績 
　　　２５年度　　　　２，１１９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２６年度　　　　２，２１３千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２７年度　　　　２，２６９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
 
【今後の課題・方向性】 
　  本市が中核市に移行すると地方自治法の規定により包括外部監査の実施が義務付け 
　られる。監査委員が行う監査と外部監査との棲み分けを明確にしておく必要がある。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 2,542 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,542 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 2,269 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,269 諸収入 0 

計 2,269 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員や職員が研修等により研鑽を積み、効率的かつ効果的な監査の実施に努めていく。
前年度決算額 2,213 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００８ 項　　目　　名 都市監査委員費

主要な施策 都市監査委員会経費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００８） 
 
【事業の概要】 
　地方自治法第１９５条の規定に基づく監査委員に係る経費 
　（全国都市監査委員会通常総会・研修会等への監査委員の参加旅費） 
　 
【事業の成果】 
　　２５年度　　　５３６千円（佐賀市等　延１９人参加） 
　　２６年度　　　５６１千円（熊本市等　延１６人参加） 
　　２７年度　　　４９４千円（沖縄市等　延１９人参加） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　委員及び職員が研修等に参加し研鑽を積み、もって効率的で効果的な監査の実施に 
　努めるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 911 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 911 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 494 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 494 諸収入 0 

計 494 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員・職員が研修等に参加し研鑽を積み、より効率的かつ効果的な監査の実施に努めるものとする。
前年度決算額 561 

- 291 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００５ 項　　目　　名 出納事務費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　平成２３年１１月　金融機関への伝送処理（ファームバンキング）による 
　　　　　　　　　　口座振替データの送受信を開始 
　平成２４年　３月　振込データの送信を開始 
　平成２６年　１月　ペイジー口座振替受付サービスを国民健康保険料で実施 
　平成２７年１０月　ペイジー口座振替受付サービス市税等で開始　 
 
【事業の成果】 
　日々の出納事務を適確に実施し、効率的な収納・支払事務を行った。 
　収納支払事務にかかるデータの伝送処理に取組むことで事務の効率化を図った。 
　・公金収納に要する経費…窓口収納手数料、口座振替手数料、ＦＢ用電話代・手数料 
　・ファームバンキング用端末設置場所　出納室、情報政策課、下水道経営課 
　　　　　　　　　　口座振替件数　　窓口収納件数　　　郵便振替件数 
　　平成２５年度　　　569,209件　　　 444,393件　　　　　87,719件　 
　　平成２６年度　　　583,997件　　 　423,243件　　　　　88,872 件
　　平成２７年度　　　601,456件　　 　375,029件　　　　　78,206 件
 
【今後の課題・方向性】 
　収納率向上を図り、口座振替を推進していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 5,370 

補正予算額 847 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,217 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 5,383 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,383 諸収入 0 

計 5,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

収納率向上を図り、口座振替を推進していく。
前年度決算額 5,104 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００６ 項　　目　　名 財務会計システム運営費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　　平成１８年　４月　公共料金口座振替開始 
　　平成２２年１０月　新財務会計システム（予算管理）稼働 
　　平成２３年　４月　新財務会計システム稼働、コンビニ収納導入　　　　　　　　　 
　　平成２８年　１月　番号制導入（新システム対応のための改修） 
 
【事業の成果】 
　　財務会計システムにより収納・支出・備品管理・決算事務を迅速かつ確実に行った。 
　　公共料金を口座振替することにより事務の効率化を図った。 
　　番号制導入に伴う必要な改修を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　 会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 3,786 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,786 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,703 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,703 諸収入 0 

計 3,703 その他 0 

（参考） 評価
結果

会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。
前年度決算額 1,449 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００５ 項　　目　　名 出納事務費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　平成２３年１１月　金融機関への伝送処理（ファームバンキング）による 
　　　　　　　　　　口座振替データの送受信を開始 
　平成２４年　３月　振込データの送信を開始 
　平成２６年　１月　ペイジー口座振替受付サービスを国民健康保険料で実施 
　平成２７年１０月　ペイジー口座振替受付サービス市税等で開始　 
 
【事業の成果】 
　日々の出納事務を適確に実施し、効率的な収納・支払事務を行った。 
　収納支払事務にかかるデータの伝送処理に取組むことで事務の効率化を図った。 
　・公金収納に要する経費…窓口収納手数料、口座振替手数料、ＦＢ用電話代・手数料 
　・ファームバンキング用端末設置場所　出納室、情報政策課、下水道経営課 
　　　　　　　　　　口座振替件数　　窓口収納件数　　　郵便振替件数 
　　平成２５年度　　　569,209件　　　 444,393件　　　　　87,719件　 
　　平成２６年度　　　583,997件　　 　423,243件　　　　　88,872 件
　　平成２７年度　　　601,456件　　 　375,029件　　　　　78,206 件
 
【今後の課題・方向性】 
　収納率向上を図り、口座振替を推進していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 5,370 

補正予算額 847 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,217 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 5,383 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,383 諸収入 0 

計 5,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

収納率向上を図り、口座振替を推進していく。
前年度決算額 5,104 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００６ 項　　目　　名 財務会計システム運営費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　　平成１８年　４月　公共料金口座振替開始 
　　平成２２年１０月　新財務会計システム（予算管理）稼働 
　　平成２３年　４月　新財務会計システム稼働、コンビニ収納導入　　　　　　　　　 
　　平成２８年　１月　番号制導入（新システム対応のための改修） 
 
【事業の成果】 
　　財務会計システムにより収納・支出・備品管理・決算事務を迅速かつ確実に行った。 
　　公共料金を口座振替することにより事務の効率化を図った。 
　　番号制導入に伴う必要な改修を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　 会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 3,786 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,786 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,703 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,703 諸収入 0 

計 3,703 その他 0 

（参考） 評価
結果

会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。
前年度決算額 1,449 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００７ 項　　目　　名 監査費

主要な施策 委員、事務局事務費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００７） 
 
【事業の概要】 
　　地方自治法第１９５条の規定に基づき、鳥取市の行財政の公正かつ効率的な運営を 
　確保するため、財務に関する事務の執行や経営に係る事業の管理、事務の執行等につ 
　いて、監査委員が監査業務を円滑に行うための経費。（法令等図書購入費、各種報告 
　書印刷等） 
 
【事業の成果】 
　定期監査、行政監査、財務援助団体監査、例月出納検査、決算審査、 
　健全化判断比率等審査、併任監査（東部広域行政管理組合） 
　・事業実績 
　　　２５年度　　　　２，１１９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２６年度　　　　２，２１３千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２７年度　　　　２，２６９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
 
【今後の課題・方向性】 
　  本市が中核市に移行すると地方自治法の規定により包括外部監査の実施が義務付け 
　られる。監査委員が行う監査と外部監査との棲み分けを明確にしておく必要がある。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 2,542 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,542 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 2,269 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,269 諸収入 0 

計 2,269 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員や職員が研修等により研鑽を積み、効率的かつ効果的な監査の実施に努めていく。
前年度決算額 2,213 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００８ 項　　目　　名 都市監査委員費

主要な施策 都市監査委員会経費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００８） 
 
【事業の概要】 
　地方自治法第１９５条の規定に基づく監査委員に係る経費 
　（全国都市監査委員会通常総会・研修会等への監査委員の参加旅費） 
　 
【事業の成果】 
　　２５年度　　　５３６千円（佐賀市等　延１９人参加） 
　　２６年度　　　５６１千円（熊本市等　延１６人参加） 
　　２７年度　　　４９４千円（沖縄市等　延１９人参加） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　委員及び職員が研修等に参加し研鑽を積み、もって効率的で効果的な監査の実施に 
　努めるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 911 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 911 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 494 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 494 諸収入 0 

計 494 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員・職員が研修等に参加し研鑽を積み、より効率的かつ効果的な監査の実施に努めるものとする。
前年度決算額 561 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００７ 項　　目　　名 監査費

主要な施策 委員、事務局事務費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００７） 
 
【事業の概要】 
　　地方自治法第１９５条の規定に基づき、鳥取市の行財政の公正かつ効率的な運営を 
　確保するため、財務に関する事務の執行や経営に係る事業の管理、事務の執行等につ 
　いて、監査委員が監査業務を円滑に行うための経費。（法令等図書購入費、各種報告 
　書印刷等） 
 
【事業の成果】 
　定期監査、行政監査、財務援助団体監査、例月出納検査、決算審査、 
　健全化判断比率等審査、併任監査（東部広域行政管理組合） 
　・事業実績 
　　　２５年度　　　　２，１１９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２６年度　　　　２，２１３千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
　　　２７年度　　　　２，２６９千円（決算審査、定期監査（５回）等） 
 
【今後の課題・方向性】 
　  本市が中核市に移行すると地方自治法の規定により包括外部監査の実施が義務付け 
　られる。監査委員が行う監査と外部監査との棲み分けを明確にしておく必要がある。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 2,542 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,542 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 2,269 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,269 諸収入 0 

計 2,269 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員や職員が研修等により研鑽を積み、効率的かつ効果的な監査の実施に努めていく。
前年度決算額 2,213 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００８ 項　　目　　名 都市監査委員費

主要な施策 都市監査委員会経費 ページ 28 所　　属　　名

監査委員事務局 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】監査委員事務局 0857-20-3382 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７３（各種００８） 
 
【事業の概要】 
　地方自治法第１９５条の規定に基づく監査委員に係る経費 
　（全国都市監査委員会通常総会・研修会等への監査委員の参加旅費） 
　 
【事業の成果】 
　　２５年度　　　５３６千円（佐賀市等　延１９人参加） 
　　２６年度　　　５６１千円（熊本市等　延１６人参加） 
　　２７年度　　　４９４千円（沖縄市等　延１９人参加） 
 
【今後の課題・方向性】 
　　委員及び職員が研修等に参加し研鑽を積み、もって効率的で効果的な監査の実施に 
　努めるものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 監査委員費

目 監査委員費

当初予算額 911 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 911 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 494 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 494 諸収入 0 

計 494 その他 0 

（参考） 評価
結果

委員・職員が研修等に参加し研鑽を積み、より効率的かつ効果的な監査の実施に努めるものとする。
前年度決算額 561 

- 291 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００５ 項　　目　　名 出納事務費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　平成２３年１１月　金融機関への伝送処理（ファームバンキング）による 
　　　　　　　　　　口座振替データの送受信を開始 
　平成２４年　３月　振込データの送信を開始 
　平成２６年　１月　ペイジー口座振替受付サービスを国民健康保険料で実施 
　平成２７年１０月　ペイジー口座振替受付サービス市税等で開始　 
 
【事業の成果】 
　日々の出納事務を適確に実施し、効率的な収納・支払事務を行った。 
　収納支払事務にかかるデータの伝送処理に取組むことで事務の効率化を図った。 
　・公金収納に要する経費…窓口収納手数料、口座振替手数料、ＦＢ用電話代・手数料 
　・ファームバンキング用端末設置場所　出納室、情報政策課、下水道経営課 
　　　　　　　　　　口座振替件数　　窓口収納件数　　　郵便振替件数 
　　平成２５年度　　　569,209件　　　 444,393件　　　　　87,719件　 
　　平成２６年度　　　583,997件　　 　423,243件　　　　　88,872 件
　　平成２７年度　　　601,456件　　 　375,029件　　　　　78,206 件
 
【今後の課題・方向性】 
　収納率向上を図り、口座振替を推進していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 5,370 

補正予算額 847 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,217 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 5,383 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,383 諸収入 0 

計 5,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

収納率向上を図り、口座振替を推進していく。
前年度決算額 5,104 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００６ 項　　目　　名 財務会計システム運営費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　　平成１８年　４月　公共料金口座振替開始 
　　平成２２年１０月　新財務会計システム（予算管理）稼働 
　　平成２３年　４月　新財務会計システム稼働、コンビニ収納導入　　　　　　　　　 
　　平成２８年　１月　番号制導入（新システム対応のための改修） 
 
【事業の成果】 
　　財務会計システムにより収納・支出・備品管理・決算事務を迅速かつ確実に行った。 
　　公共料金を口座振替することにより事務の効率化を図った。 
　　番号制導入に伴う必要な改修を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　 会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 3,786 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,786 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,703 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,703 諸収入 0 

計 3,703 その他 0 

（参考） 評価
結果

会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。
前年度決算額 1,449 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００５ 項　　目　　名 出納事務費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　平成２３年１１月　金融機関への伝送処理（ファームバンキング）による 
　　　　　　　　　　口座振替データの送受信を開始 
　平成２４年　３月　振込データの送信を開始 
　平成２６年　１月　ペイジー口座振替受付サービスを国民健康保険料で実施 
　平成２７年１０月　ペイジー口座振替受付サービス市税等で開始　 
 
【事業の成果】 
　日々の出納事務を適確に実施し、効率的な収納・支払事務を行った。 
　収納支払事務にかかるデータの伝送処理に取組むことで事務の効率化を図った。 
　・公金収納に要する経費…窓口収納手数料、口座振替手数料、ＦＢ用電話代・手数料 
　・ファームバンキング用端末設置場所　出納室、情報政策課、下水道経営課 
　　　　　　　　　　口座振替件数　　窓口収納件数　　　郵便振替件数 
　　平成２５年度　　　569,209件　　　 444,393件　　　　　87,719件　 
　　平成２６年度　　　583,997件　　 　423,243件　　　　　88,872 件
　　平成２７年度　　　601,456件　　 　375,029件　　　　　78,206 件
 
【今後の課題・方向性】 
　収納率向上を図り、口座振替を推進していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 5,370 

補正予算額 847 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,217 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 5,383 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,383 諸収入 0 

計 5,383 その他 0 

（参考） 評価
結果

収納率向上を図り、口座振替を推進していく。
前年度決算額 5,104 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

各種００６ 項　　目　　名 財務会計システム運営費

主要な施策 出納事務費 ページ 25 所　　属　　名

出納室 
年度 H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】出納係 0857-20-3321 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】　　　 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２（各種００６） 
 
【事業の概要】 
　　平成１８年　４月　公共料金口座振替開始 
　　平成２２年１０月　新財務会計システム（予算管理）稼働 
　　平成２３年　４月　新財務会計システム稼働、コンビニ収納導入　　　　　　　　　 
　　平成２８年　１月　番号制導入（新システム対応のための改修） 
 
【事業の成果】 
　　財務会計システムにより収納・支出・備品管理・決算事務を迅速かつ確実に行った。 
　　公共料金を口座振替することにより事務の効率化を図った。 
　　番号制導入に伴う必要な改修を行った。 
 
【今後の課題・方向性】 
　 会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 総務管理費

目 会計管理費

当初予算額 3,786 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,786 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 3,703 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,703 諸収入 0 

計 3,703 その他 0 

（参考） 評価
結果

会計事務の円滑運営と収納・支払事務の効率化を図っていく。
前年度決算額 1,449 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 367 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業生産の基盤であるかけがえのない農地を保全し、地域農業を振興していくためには、農地の耕作放棄地化の防止と解消を目指す
必要があることから継続して実施する。前年度決算額 1,244 

その他 0 0 

一般財源 367 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 600 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 367 0 

農業委員会費

当初予算額 2,500 

補正予算額 △ 1,900 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農政係 0857-20-3393 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１１） 
 
【事業の概要】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みやこれに附帯する施設の整備等に対し、国の「耕 
作放棄地再生利用緊急対策事業」と一体的に補助金を交付し、農地の再生・利用するため 
の初期投資の軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みに対して支援を行い、 耕作放棄地の再生を図った。 
　再生面積（平成27年度）　146ａ 
　　・再生作業（草刈、抜根等）　5件 
　　・土壌改良（1回目）　　　　 2件 
　　・営農定着（作付等）　　　　1件 
　《参考》 
　　　　　　　　取組主体数　　　　再生筆数　　　　再生面積 
　平成25年度　　　 17　　　　　　　　33筆　　　　　　416ａ 
　平成26年度　　　　9　　　　　　　　13筆　　　　　　204ａ 
　平成27年度　　　　8　　　　　　　　13筆　　　　　　146ａ 
 
【今後の課題・方向性】 
　国庫補助事業が平成30年度で終了するため、その後の事業展開を検討する必要がある。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１１ 項　　目　　名 耕作放棄地再生推進事業費

主要な施策 農政推進費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 514 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農地の集積・集約化を促進して農地を保全する
とともに、遊休農地の解消を図るものであることから、今後も体制を強化し継続する必要がある。前年度決算額 420 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 514 0 

地方債 0 0 

最終予算額 532 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 514 0 

農業委員会費

当初予算額 817 

補正予算額 △ 285 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農地係 0857-20-3392 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１２） 
 
【事業の概要】 
　・農地の利用状況調査及び利用意向調査を行う。 
　・新たな農地制度の円滑な実施を図るため各種研修の実施、参加を行う。 
 
【事業の成果】 
　・市内全域の農地の利用状況調査を行った。年2回（7月・11月） 
　《参考》 
　　　　　　　 実施委員数　　実施時間数 
　平成25年度　　　44人　　　  288時間 
　平成26年度　　　45人　　　  357時間 
　平成27年度　　　45人　　　  383時間 
　・利用状況調査で把握した遊休農地の所有者等に対して利用意向調査を行った。 
　　実施状況：627筆　6,441ａ 
　・農業委員等の資質向上を図るため各種研修へ参加した。 
 　　実施状況：西日本ブロック農業委員会職員研修（H27.10）
　　　　　　　全国農業委員会会長代表者集会（H27.12）

【今後の課題・方向性】 
　農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農 
地の集積・集約化を促進して農地を保全するとともに、遊休農地の解消を図るものである 
ことから、今後も体制を強化し継続する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１２ 項　　目　　名 機構集積支援事業費

主要な施策 農地管理費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

- 293 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 367 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業生産の基盤であるかけがえのない農地を保全し、地域農業を振興していくためには、農地の耕作放棄地化の防止と解消を目指す
必要があることから継続して実施する。前年度決算額 1,244 

その他 0 0 

一般財源 367 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 600 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 367 0 

農業委員会費

当初予算額 2,500 

補正予算額 △ 1,900 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農政係 0857-20-3393 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１１） 
 
【事業の概要】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みやこれに附帯する施設の整備等に対し、国の「耕 
作放棄地再生利用緊急対策事業」と一体的に補助金を交付し、農地の再生・利用するため 
の初期投資の軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みに対して支援を行い、 耕作放棄地の再生を図った。 
　再生面積（平成27年度）　146ａ 
　　・再生作業（草刈、抜根等）　5件 
　　・土壌改良（1回目）　　　　 2件 
　　・営農定着（作付等）　　　　1件 
　《参考》 
　　　　　　　　取組主体数　　　　再生筆数　　　　再生面積 
　平成25年度　　　 17　　　　　　　　33筆　　　　　　416ａ 
　平成26年度　　　　9　　　　　　　　13筆　　　　　　204ａ 
　平成27年度　　　　8　　　　　　　　13筆　　　　　　146ａ 
 
【今後の課題・方向性】 
　国庫補助事業が平成30年度で終了するため、その後の事業展開を検討する必要がある。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１１ 項　　目　　名 耕作放棄地再生推進事業費

主要な施策 農政推進費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 514 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農地の集積・集約化を促進して農地を保全する
とともに、遊休農地の解消を図るものであることから、今後も体制を強化し継続する必要がある。前年度決算額 420 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 514 0 

地方債 0 0 

最終予算額 532 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 514 0 

農業委員会費

当初予算額 817 

補正予算額 △ 285 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農地係 0857-20-3392 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１２） 
 
【事業の概要】 
　・農地の利用状況調査及び利用意向調査を行う。 
　・新たな農地制度の円滑な実施を図るため各種研修の実施、参加を行う。 
 
【事業の成果】 
　・市内全域の農地の利用状況調査を行った。年2回（7月・11月） 
　《参考》 
　　　　　　　 実施委員数　　実施時間数 
　平成25年度　　　44人　　　  288時間 
　平成26年度　　　45人　　　  357時間 
　平成27年度　　　45人　　　  383時間 
　・利用状況調査で把握した遊休農地の所有者等に対して利用意向調査を行った。 
　　実施状況：627筆　6,441ａ 
　・農業委員等の資質向上を図るため各種研修へ参加した。 
 　　実施状況：西日本ブロック農業委員会職員研修（H27.10）
　　　　　　　全国農業委員会会長代表者集会（H27.12）

【今後の課題・方向性】 
　農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農 
地の集積・集約化を促進して農地を保全するとともに、遊休農地の解消を図るものである 
ことから、今後も体制を強化し継続する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１２ 項　　目　　名 機構集積支援事業費

主要な施策 農地管理費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,090 その他 0 

（参考） 評価
結果

明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。
前年度決算額 1,090 

その他 0 0 

一般財源 1,090 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,090 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,090 0 

選挙啓発費

当初予算額 1,104 

補正予算額 △ 14 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙管理委員会事務局 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種００９） 
 
【事業の概要】　 
　　公職選挙法第６条に基づく選挙啓発を鳥取市明るい選挙推進協議会と連携し、実施す 
　るもの。 
　・明るい選挙推進協議会総会・研修会（5/21、60名出席）
　・話し合い事業（15回、425人参加）
　・明るい選挙推進ソフトバレーボール大会（12/6、16チーム、108人参加）
　・啓発ポスター募集事業（54点応募）
　・新成人へ啓発葉書を送付（1,882人）
　・中学校3年生向けの主権者教育資料の作成・配布（1,700部）
　・選挙権年齢引き下げに伴う大学生向けの啓発チラシの作成・配布（3,000部）
 
【事業の成果】 
　　H22年度　　　　　1,001千円 
　　H23年度　　　　　1,001千円 
　　H24年度　　　　　1,001千円 
　　H25年度　　　　　1,080千円 
　　H26年度　　　　　1,090千円 
　　H27年度          1,090千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種００９ 項　　目　　名 選挙啓発推進費

主要な施策 選挙啓発推進費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 45,773 その他 0 

（参考） 評価
結果

公職選挙法等に基づき、選挙を適正に執行できた。
前年度決算額 24,179 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 45,773 0 

地方債 0 0 

最終予算額 45,781 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 45,773 0 

県知事・県議会議員選挙費

当初予算額 56,396 

補正予算額 △ 10,615 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙係 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0202 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種０１０） 
 
【事業の概要】 
・鳥取県知事選挙及び鳥取県議会議員選挙執行と期日前投票所に係る経費 
・任期満了日　平成２７年４月１２日（県知事），２９日（県議会議員） 
・選挙期日　　平成２７年４月１２日 
・投票区　　　９２ 
・投票時間　　午前７時から午後８時まで（一部投票時間１時間繰上） 
・期日前投票所　告示日の翌日から選挙期日の前日まで　 
　　　　　　　　１０箇所 
 ・当日有権者数　154,104人
・投票者数　　　 88,011人（県知事）、87,925人（県議会議員）
・投票率　　　　　57.11％（県知事）、 57.06％（県議会議員）

【事業の成果】 
 　公正かつ適正な選挙執行による公職者の選出ができた。

【今後の課題・方向性】
　法に基づき適正な選挙の執行に努める。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種０１０ 項　　目　　名 選挙執行費（県知事・県議会議員選挙）

主要な施策 県知事・県議会議員選挙費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,090 その他 0 

（参考） 評価
結果

明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。
前年度決算額 1,090 

その他 0 0 

一般財源 1,090 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,090 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,090 0 

選挙啓発費

当初予算額 1,104 

補正予算額 △ 14 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙管理委員会事務局 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種００９） 
 
【事業の概要】　 
　　公職選挙法第６条に基づく選挙啓発を鳥取市明るい選挙推進協議会と連携し、実施す 
　るもの。 
　・明るい選挙推進協議会総会・研修会（5/21、60名出席）
　・話し合い事業（15回、425人参加）
　・明るい選挙推進ソフトバレーボール大会（12/6、16チーム、108人参加）
　・啓発ポスター募集事業（54点応募）
　・新成人へ啓発葉書を送付（1,882人）
　・中学校3年生向けの主権者教育資料の作成・配布（1,700部）
　・選挙権年齢引き下げに伴う大学生向けの啓発チラシの作成・配布（3,000部）
 
【事業の成果】 
　　H22年度　　　　　1,001千円 
　　H23年度　　　　　1,001千円 
　　H24年度　　　　　1,001千円 
　　H25年度　　　　　1,080千円 
　　H26年度　　　　　1,090千円 
　　H27年度          1,090千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種００９ 項　　目　　名 選挙啓発推進費

主要な施策 選挙啓発推進費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 45,773 その他 0 

（参考） 評価
結果

公職選挙法等に基づき、選挙を適正に執行できた。
前年度決算額 24,179 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 45,773 0 

地方債 0 0 

最終予算額 45,781 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 45,773 0 

県知事・県議会議員選挙費

当初予算額 56,396 

補正予算額 △ 10,615 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙係 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0202 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種０１０） 
 
【事業の概要】 
・鳥取県知事選挙及び鳥取県議会議員選挙執行と期日前投票所に係る経費 
・任期満了日　平成２７年４月１２日（県知事），２９日（県議会議員） 
・選挙期日　　平成２７年４月１２日 
・投票区　　　９２ 
・投票時間　　午前７時から午後８時まで（一部投票時間１時間繰上） 
・期日前投票所　告示日の翌日から選挙期日の前日まで　 
　　　　　　　　１０箇所 
 ・当日有権者数　154,104人
・投票者数　　　 88,011人（県知事）、87,925人（県議会議員）
・投票率　　　　　57.11％（県知事）、 57.06％（県議会議員）

【事業の成果】 
 　公正かつ適正な選挙執行による公職者の選出ができた。

【今後の課題・方向性】
　法に基づき適正な選挙の執行に努める。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種０１０ 項　　目　　名 選挙執行費（県知事・県議会議員選挙）

主要な施策 県知事・県議会議員選挙費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度
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－ 292 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 367 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業生産の基盤であるかけがえのない農地を保全し、地域農業を振興していくためには、農地の耕作放棄地化の防止と解消を目指す
必要があることから継続して実施する。前年度決算額 1,244 

その他 0 0 

一般財源 367 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 600 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 367 0 

農業委員会費

当初予算額 2,500 

補正予算額 △ 1,900 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農政係 0857-20-3393 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１１） 
 
【事業の概要】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みやこれに附帯する施設の整備等に対し、国の「耕 
作放棄地再生利用緊急対策事業」と一体的に補助金を交付し、農地の再生・利用するため 
の初期投資の軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みに対して支援を行い、 耕作放棄地の再生を図った。 
　再生面積（平成27年度）　146ａ 
　　・再生作業（草刈、抜根等）　5件 
　　・土壌改良（1回目）　　　　 2件 
　　・営農定着（作付等）　　　　1件 
　《参考》 
　　　　　　　　取組主体数　　　　再生筆数　　　　再生面積 
　平成25年度　　　 17　　　　　　　　33筆　　　　　　416ａ 
　平成26年度　　　　9　　　　　　　　13筆　　　　　　204ａ 
　平成27年度　　　　8　　　　　　　　13筆　　　　　　146ａ 
 
【今後の課題・方向性】 
　国庫補助事業が平成30年度で終了するため、その後の事業展開を検討する必要がある。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１１ 項　　目　　名 耕作放棄地再生推進事業費

主要な施策 農政推進費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 514 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農地の集積・集約化を促進して農地を保全する
とともに、遊休農地の解消を図るものであることから、今後も体制を強化し継続する必要がある。前年度決算額 420 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 514 0 

地方債 0 0 

最終予算額 532 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 514 0 

農業委員会費

当初予算額 817 

補正予算額 △ 285 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農地係 0857-20-3392 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１２） 
 
【事業の概要】 
　・農地の利用状況調査及び利用意向調査を行う。 
　・新たな農地制度の円滑な実施を図るため各種研修の実施、参加を行う。 
 
【事業の成果】 
　・市内全域の農地の利用状況調査を行った。年2回（7月・11月） 
　《参考》 
　　　　　　　 実施委員数　　実施時間数 
　平成25年度　　　44人　　　  288時間 
　平成26年度　　　45人　　　  357時間 
　平成27年度　　　45人　　　  383時間 
　・利用状況調査で把握した遊休農地の所有者等に対して利用意向調査を行った。 
　　実施状況：627筆　6,441ａ 
　・農業委員等の資質向上を図るため各種研修へ参加した。 
 　　実施状況：西日本ブロック農業委員会職員研修（H27.10）
　　　　　　　全国農業委員会会長代表者集会（H27.12）

【今後の課題・方向性】 
　農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農 
地の集積・集約化を促進して農地を保全するとともに、遊休農地の解消を図るものである 
ことから、今後も体制を強化し継続する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１２ 項　　目　　名 機構集積支援事業費

主要な施策 農地管理費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

- 293 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 367 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業生産の基盤であるかけがえのない農地を保全し、地域農業を振興していくためには、農地の耕作放棄地化の防止と解消を目指す
必要があることから継続して実施する。前年度決算額 1,244 

その他 0 0 

一般財源 367 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 600 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 367 0 

農業委員会費

当初予算額 2,500 

補正予算額 △ 1,900 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農政係 0857-20-3393 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１１） 
 
【事業の概要】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みやこれに附帯する施設の整備等に対し、国の「耕 
作放棄地再生利用緊急対策事業」と一体的に補助金を交付し、農地の再生・利用するため 
の初期投資の軽減を図る。 
 
【事業の成果】 
　耕作放棄地を再生・利用する取り組みに対して支援を行い、 耕作放棄地の再生を図った。 
　再生面積（平成27年度）　146ａ 
　　・再生作業（草刈、抜根等）　5件 
　　・土壌改良（1回目）　　　　 2件 
　　・営農定着（作付等）　　　　1件 
　《参考》 
　　　　　　　　取組主体数　　　　再生筆数　　　　再生面積 
　平成25年度　　　 17　　　　　　　　33筆　　　　　　416ａ 
　平成26年度　　　　9　　　　　　　　13筆　　　　　　204ａ 
　平成27年度　　　　8　　　　　　　　13筆　　　　　　146ａ 
 
【今後の課題・方向性】 
　国庫補助事業が平成30年度で終了するため、その後の事業展開を検討する必要がある。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１１ 項　　目　　名 耕作放棄地再生推進事業費

主要な施策 農政推進費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 514 その他 0 

（参考） 評価
結果

農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農地の集積・集約化を促進して農地を保全する
とともに、遊休農地の解消を図るものであることから、今後も体制を強化し継続する必要がある。前年度決算額 420 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 514 0 

地方債 0 0 

最終予算額 532 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 514 0 

農業委員会費

当初予算額 817 

補正予算額 △ 285 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】農地係 0857-20-3392 
 
【９次総の施策体系】5101 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要書目次：当初予算・Ｐ２７５（各種０１２） 
 
【事業の概要】 
　・農地の利用状況調査及び利用意向調査を行う。 
　・新たな農地制度の円滑な実施を図るため各種研修の実施、参加を行う。 
 
【事業の成果】 
　・市内全域の農地の利用状況調査を行った。年2回（7月・11月） 
　《参考》 
　　　　　　　 実施委員数　　実施時間数 
　平成25年度　　　44人　　　  288時間 
　平成26年度　　　45人　　　  357時間 
　平成27年度　　　45人　　　  383時間 
　・利用状況調査で把握した遊休農地の所有者等に対して利用意向調査を行った。 
　　実施状況：627筆　6,441ａ 
　・農業委員等の資質向上を図るため各種研修へ参加した。 
 　　実施状況：西日本ブロック農業委員会職員研修（H27.10）
　　　　　　　全国農業委員会会長代表者集会（H27.12）

【今後の課題・方向性】 
　農業従事者の高齢化や農業の担い手不足等により遊休農地が増大する中、担い手への農 
地の集積・集約化を促進して農地を保全するとともに、遊休農地の解消を図るものである 
ことから、今後も体制を強化し継続する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 農林水産業費

項 農業費

目

各種０１２ 項　　目　　名 機構集積支援事業費

主要な施策 農地管理費 ページ 36 所　　属　　名

農業委員会事務局 
年度

- 293 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,090 その他 0 

（参考） 評価
結果

明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。
前年度決算額 1,090 

その他 0 0 

一般財源 1,090 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,090 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,090 0 

選挙啓発費

当初予算額 1,104 

補正予算額 △ 14 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙管理委員会事務局 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種００９） 
 
【事業の概要】　 
　　公職選挙法第６条に基づく選挙啓発を鳥取市明るい選挙推進協議会と連携し、実施す 
　るもの。 
　・明るい選挙推進協議会総会・研修会（5/21、60名出席）
　・話し合い事業（15回、425人参加）
　・明るい選挙推進ソフトバレーボール大会（12/6、16チーム、108人参加）
　・啓発ポスター募集事業（54点応募）
　・新成人へ啓発葉書を送付（1,882人）
　・中学校3年生向けの主権者教育資料の作成・配布（1,700部）
　・選挙権年齢引き下げに伴う大学生向けの啓発チラシの作成・配布（3,000部）
 
【事業の成果】 
　　H22年度　　　　　1,001千円 
　　H23年度　　　　　1,001千円 
　　H24年度　　　　　1,001千円 
　　H25年度　　　　　1,080千円 
　　H26年度　　　　　1,090千円 
　　H27年度          1,090千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種００９ 項　　目　　名 選挙啓発推進費

主要な施策 選挙啓発推進費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 45,773 その他 0 

（参考） 評価
結果

公職選挙法等に基づき、選挙を適正に執行できた。
前年度決算額 24,179 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 45,773 0 

地方債 0 0 

最終予算額 45,781 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 45,773 0 

県知事・県議会議員選挙費

当初予算額 56,396 

補正予算額 △ 10,615 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙係 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0202 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種０１０） 
 
【事業の概要】 
・鳥取県知事選挙及び鳥取県議会議員選挙執行と期日前投票所に係る経費 
・任期満了日　平成２７年４月１２日（県知事），２９日（県議会議員） 
・選挙期日　　平成２７年４月１２日 
・投票区　　　９２ 
・投票時間　　午前７時から午後８時まで（一部投票時間１時間繰上） 
・期日前投票所　告示日の翌日から選挙期日の前日まで　 
　　　　　　　　１０箇所 
 ・当日有権者数　154,104人
・投票者数　　　 88,011人（県知事）、87,925人（県議会議員）
・投票率　　　　　57.11％（県知事）、 57.06％（県議会議員）

【事業の成果】 
 　公正かつ適正な選挙執行による公職者の選出ができた。

【今後の課題・方向性】
　法に基づき適正な選挙の執行に努める。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種０１０ 項　　目　　名 選挙執行費（県知事・県議会議員選挙）

主要な施策 県知事・県議会議員選挙費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

- 292 -

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,090 その他 0 

（参考） 評価
結果

明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。
前年度決算額 1,090 

その他 0 0 

一般財源 1,090 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 1,090 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,090 0 

選挙啓発費

当初予算額 1,104 

補正予算額 △ 14 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙管理委員会事務局 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0201 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種００９） 
 
【事業の概要】　 
　　公職選挙法第６条に基づく選挙啓発を鳥取市明るい選挙推進協議会と連携し、実施す 
　るもの。 
　・明るい選挙推進協議会総会・研修会（5/21、60名出席）
　・話し合い事業（15回、425人参加）
　・明るい選挙推進ソフトバレーボール大会（12/6、16チーム、108人参加）
　・啓発ポスター募集事業（54点応募）
　・新成人へ啓発葉書を送付（1,882人）
　・中学校3年生向けの主権者教育資料の作成・配布（1,700部）
　・選挙権年齢引き下げに伴う大学生向けの啓発チラシの作成・配布（3,000部）
 
【事業の成果】 
　　H22年度　　　　　1,001千円 
　　H23年度　　　　　1,001千円 
　　H24年度　　　　　1,001千円 
　　H25年度　　　　　1,080千円 
　　H26年度　　　　　1,090千円 
　　H27年度          1,090千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　明るい選挙推進のため、今後も啓発事業を実施していく。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種００９ 項　　目　　名 選挙啓発推進費

主要な施策 選挙啓発推進費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 45,773 その他 0 

（参考） 評価
結果

公職選挙法等に基づき、選挙を適正に執行できた。
前年度決算額 24,179 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 45,773 0 

地方債 0 0 

最終予算額 45,781 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 45,773 0 

県知事・県議会議員選挙費

当初予算額 56,396 

補正予算額 △ 10,615 

予算流・充用額 0 

H27 事業の概要

　会計名 【問合せ先】選挙係 0857-20-3386 
 
【９次総の施策体系】0202 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（各種０１０） 
 
【事業の概要】 
・鳥取県知事選挙及び鳥取県議会議員選挙執行と期日前投票所に係る経費 
・任期満了日　平成２７年４月１２日（県知事），２９日（県議会議員） 
・選挙期日　　平成２７年４月１２日 
・投票区　　　９２ 
・投票時間　　午前７時から午後８時まで（一部投票時間１時間繰上） 
・期日前投票所　告示日の翌日から選挙期日の前日まで　 
　　　　　　　　１０箇所 
 ・当日有権者数　154,104人
・投票者数　　　 88,011人（県知事）、87,925人（県議会議員）
・投票率　　　　　57.11％（県知事）、 57.06％（県議会議員）

【事業の成果】 
 　公正かつ適正な選挙執行による公職者の選出ができた。

【今後の課題・方向性】
　法に基づき適正な選挙の執行に努める。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 総務費

項 選挙費

目

各種０１０ 項　　目　　名 選挙執行費（県知事・県議会議員選挙）

主要な施策 県知事・県議会議員選挙費 ページ 28 所　　属　　名

選挙管理委員会事務局 
年度

- 292 -
－ 293 －


